






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































り組んだ “花火” “かたつむり” “どんぐり” “クリスマス” などの制作は単純で
あり，壁面飾りに生かすことができた．子ども・保護者は共に自分たちの作品
が飾られることへの満足感を得るものであった．
③ 子どもとの関わりについて
“津波を模した遊び”，“ぬいぐるみの取り合い”，“初めての砂場遊び” などの
対応に戸惑う学生の姿が見られた．子どもの気になる言動や喧嘩の場面に遭遇
し，どう対応したらよいか，終了後の反省会で考え合うことで，次の回以降に
反省を生かした関わりができるようになっている．
また「友達に手を出してしまうなどの行動をみて，つい叱ってしまいがちな
ことが多いが，その行動の裏には，友達に何かしてあげたいという優しい気持
ちがあることもあるということがわかり，その子の一面を見るのではなく，い
ろんな角度でみていかなければいけないと感じた．」「少し前まで出来なかった
ことがいつの間にかできるようになっていて，子どもの成長ははやいと感じ
た」など，子どもの姿を見つめる態度も身についてきた．
春学期から子どもたちと関わる中で，子どもたちの成長を見つめることがで
き，保護者と共に子どもの成長を喜ぶことができている．また，一人ひとりの
子どもとじっくりと関わるなかで，その子のよさに気づき，認めようとする姿
がみられる．
④ 保育の準備，方法について
「ピアノの音があると，子どもが楽しそうに遊ぶ姿がみられ，音の力はすご
いなと感じた．」「ホワイトボードに歌詞を書いておくと，保護者も歌うことが
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できてよかった」など，ふれあい遊びの中で，ピアノを効果的に活用し，ペー
プサートや動物の面，人形などを使って子どもや保護者の関心をひく方法も分
かってきた．ふれあい遊びのプリント（歌や動きが示されたもの）を配布して
家でも遊べる工夫もして喜ばれている．
⑤ 子ども・保護者からの期待について
学生は子育て支援活動に子どもと保護者が大きな期待を寄せていることを実
感している．次の言葉から担当学生の充実感が伝わってくる．「保護者と話を
する中で，“ぴよぴよ” に来ることを楽しみにしている，と言われてとてもう
れしかった．信頼を裏切らないよう私たちも頑張らないといけないと思った．」
「子どもたちが夏休みの間にだいぶ成長し，以前に比べてリズムに乗れる子や
歌を歌いながら遊びに参加できる子どもがでてきてうれしかった．子どもの成
長の速さに驚いた．」「ふれあい遊びをするにあたって，準備や練習が大変だっ
たけれど，みんなが笑顔になってうれしかった」とある．学生はこの充実感を
エネルギーにして取り組んでいるようにも見える．
６．教員による子育て相談の状況
12月までの実施で14回の相談日を設けた．
教員が相談者として子育て支援活動に臨む場合はプロフィールを黒板に掲
げ，紹介した．担当教員の配置が無い場合は藤村が対応した．相談件数は合計
20件であった．相談は４月（４件），５月（４件），６月（７件），７月（４件），
11月（１件）となっていて，前半に集中した．参加当初に相談することによっ
て相談者の疑問・不安が解消されたことが伺える．また，数値としては表れて
いないが，継続して自主的に参加する教員と食事・栄養・離乳などについて会
話することで，自然なアドバイスを得る様子も見られた．当然保護者相互でも
保護者は子育てに関して情報交換，教え合いを行い，安心の場にしている．
記録として残した相談内容は以下のとおりである（表１）．子育てに関する
こと，離乳食･乳離れに関すること，健康に関することが主である．震災に関
することは本年度の特徴である．後に内容ごとに事例を１件掲げて紹介する．
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表１ 相談の内容
内 容 件数
１ 子育てに関すること 8
２ 離乳食に関すること 4
３ 健康に関すること 4
４ 乳離れに関すること 2
５ 震災に関すること 2
計 20
（１）「子育てに関すること」
子ども同士のおもちゃの取り合いの際，自分の子どもを強く叱ったところ，
なかなか泣き止まなくて困った．
【相談対応１】 A教員
２歳児の男児が，ままごとでひとり機嫌よく遊んでいたところ，別の女児がやって来
て男児が遊んでいたおもちゃで遊ぼうとした．男の子は今まで自分が遊んでいたおも
ちゃを自分のものだと思い，女児からおもちゃを取り返したところ，女児が泣き出した．
男児の母親は，女児からおもちゃを取り返した男児を叱ったところ，男児は激しく泣き
出した．男児の母親は，子どもが発達段階において自己中心的で，けんかはつきもので
あることをわかっているようであるが，他の保護者の手前少しきつくしないではいられ
ないようなところもあったようだ．子どもはけんかを通して学んでいくこともあるの
で，物などで乱暴しない限りはあまり強く叱らないでやさしく子どもの気持ちを代弁す
るくらいにしてはどうかと話した．
（２）「離乳食に関すること」
１歳の男児は，以前はトマトが大好きだったのに，最近急に食べなくなった
うえ，口にすると嘔吐するようになった．どうすれば以前みたいに食べられる
ようになるだろうか．
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【相談対応２】 B教員
１歳男児は，以前はトマトが大好きで喜んで食べていたが，最近になって急に食べな
くなり，さらには口に入れると嘔吐するようになった，母親は，大好きだったトマトを
急に食べなくなった男児を心配し，男児がおいしく食べられるようトマトをゼリーにし
たり，ジュースにしたりと工夫して調理しているが，やはり食べられないということで
あった．小さい時に好きだったものは，ある一定の時間をおいたらまた食べられるよう
になることが多いことを伝え，それよりも食べられないときに無理に食べさせようとす
ると，食べること自体がいやになってしまう可能性があるため，今は無理に食べさせる
ことはやめるよう伝えるととともに，長い目で見守るよう声をかけた．
（３）「健康に関すること」
女児の肌が赤くなりかゆそうである．病院へ連れていったほうがよいか．
【相談対応３】 C教員
２歳の女児は，アトピー体質である．最近，暑くなってきたためかお尻が赤くなりか
ゆそうにしている．病院に連れて行った方がよいだろうかということであった．本児
は，アトピー体質であるということもあり，他の子どもと比べて肌が敏感である．最近
暑くなってきたため，汗や，外気温の変化によって肌が反応しているのだろうと話し，
汗をかいたらこまめに着替えをさせたり，身体をふいたりして清潔にするよう伝えた．
（４）「乳離れに関すること」
１歳３カ月の妹は寝る前になると，母乳をほしがるしぐさを見せるため，夜
のみ母乳を与えている．２歳の姉は，母親の下の子の妊娠に伴い１歳になる前
に卒乳している．１歳を過ぎても乳を飲みたがる妹に，いつまで母乳を与え続
けてよいのだろうか．
【相談対応４】 B教員
１歳を過ぎると，子どもは知恵がついてきて，母親の表情からねだれば母乳をもらえ
るタイミングを読み取るようになる．子どもの体調や機嫌が悪い時にやめさせようとす
ると逆にやめにくくなることもあるため，子どもの体調や機嫌がよい元気な時にやめさ
せるよう伝える．また，お乳に子どもの好きなキャラクターの絵を描いて，子どもにも
「ママのお乳はもう自分のものではない」と伝わるようにするのもよいと話す．
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（５）「震災に関すること」
震災の影響で父親と離れての避難生活が始まり，３歳児の姉が不安定になり
地震・津波の言葉に敏感に反応し怖がるようになった．また，弟が飲んでいる母
乳を自分も飲みたがるようになり飲み始めたが，このまま飲ませていてもよいか．
【相談対応５】 D教員
千葉県在住で東日本大震災の被災により，現在母子３人で愛知県に避難している．本
日は母親の実家がある伊勢へ一週間の帰省中で，従姉妹と一緒に来校した．遊んでいる
様子を見ると不安が強い様子は見られず，母親のそばを離れられないこともなく滑り台
や大型積み木等で遊んでいた．弟が母乳を飲んだ後すぐ自分もほしがり飲む姿が見られた．
母親と話していると母親自身が現在の生活に不安を感じている様子であった．女児の
不安（地震・津波の怖さや父親不在の寂しさ）を母親も一緒に共有し，できるだけ肌と
肌のふれあいを多くもっていくのもよいことであると話す．また，ひざに抱っこして一
緒に絵本を読んだり歌を歌ったりする時間を持つのもいいのではないかと話す．母乳を飲み
始めたことに対しては本人が納得するまでこのまま続けていっても問題はないと伝える．
７．その他の教育・研究活動への取り組み
（１）教員の教育研究活動
「子育て支援活動による学生・子ども・保護者の関係性の育ち」については
別途日本保育学会第65回大会（平成24年５月４〜５日開催）で発表する．テー
マは「子ども・学生・保護者の関係性の育ち―学生による子育て支援―」で
ある．
本学における子育て支援活動は子ども・保護者の遊び・相談の場として提供
しているだけではなく，学生の学びの場であり，教員の子ども・子育て研究の
重要な場である．
（２）教育研究基礎演習（２年生）
教育学部学生は乳児および幼児の育ちの特徴を理解しておくことが望まし
い．教育研究基礎演習で，約240人が11グループに分かれて子育て支援活動を
参観した（一部のグループは参観できないこともあった）．その後子どもの実
態，保護者の願い，保育のあり方などについて話し合った．今後教員を目指す
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学生の子ども観・教育観を広げることにつながると考える．
演習当日に学生が担当する子育て支援活動の組まれている日には原則として
観察に入った．観察時間は20〜30分である．その感想，および参観後の内容に
ついては後日研究としてまとめる．
また，12月〜１月にかけて３回実施する “テーマ別演習” については13人の
学生が２グループに別れ保育実習室の壁面飾りの制作と，親子ふれあい遊びの
企画・実践に取り組む．子育て支援活動が教育学部学生の幼児教育・保育・子
育て支援に関する学びの基礎になっている．
（３）教育研究演習（３年生）
幼児教育ゼミ３年生18名の学びの場として，３回グループに分かれて子育て
支援活動を各自１回体験した．担当した日は６月15，22，29日であった．当日
担当をしない学生は，子どもの様子を観察記録に表す活動に取り組んだ．後の
演習で当日の保育を振り返ると共に，記録のとり方の検討を行った．
（４）卒業研究（４年生）
４年幼児教育ゼミ生は各自の卒論で必要とするデータを保育所，幼稚園，子
育て支援センター，学校，地域の保護者などから得る．丁寧な手続きをとって，
観察・実践・聞き取り・アンケートなどに取り組む．５人の４年生が本年子育
て支援活動の場で，子どもの遊び観察，保護者への聞き取り調査，アンケート
依頼を行った．観察内容は，子どもの遊び，子どもと保護者の関わり，子ども
と絵本であった．また，聞き取り調査は子育てについて，アンケート調査は食
品の取り扱いについてであった．
（５）子育て支援活動資料作成
学生が取り組んだ “親子ふれあい遊び・手遊び・リズム遊び” を収めた子育
て支援活動に役立つ資料をまとめた．別途「健康（指導法）」で取り組んだ内
容にも共通するので，併せて500部作成した．次年度以降に子育て支援活動で
活用する予定である．
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８．保護者の意見
参加した保護者に感想・意見をアンケートで求めたところ以下のような記述
があった．これによれば①学生が子ども･保護者に優しく関わるので好感がも
てること，②施設･設備･遊具が充実していて安心して過ごせること，③学生の
企画する活動が楽しみであることなどをあげている．また率直な提案ももらう
ことができ，今後の参考になる．
別途，本学の子育て支援活動へ参加したきっかけ，参加回数，参加理由，好
きな活動，子育て相談についても聞いているが，ここでは結果の報告を割愛する．
・学生が生き生きしていてこちらもパワーをもらっている．毎回ふれあい遊びはいろい
ろなことをして頂き親子で楽しめる．片づけの場所に，ここはこういうものを入れる
と写真や絵をかいてもらってあるとたすかるかも！
・学生さんの手遊びを子供がすごくよろこんでしています．家でも同じ手遊びをすると
ニコニコです．いつもありがとうございます．
・学生さんや先生方がとても優しくいつも笑顔で接してくれるので，私も嬉しいです．
また来たいなと思います．息子も学生さんにとてもなじんでいるのでありがたいで
す．要望ですが，学生さんたちも名前がわかるようにカンタンな名札など付けてもら
えるとありがたいです．息子に∼先生のとこ行っておいでとか，∼先生にあいさつし
てとか言いやすいので．
・みなさん優しく接してくれるのがうれしいです．いつもありがとうございます．
・初めて来ましたが，キレイでおもちゃがたくさんあって，また来たいです
・雰囲気もよく，駐車場もあり利用しやすい．おもちゃもきれいで，子どもも喜んでいる．
・学生さんにとっても親子にとってもいい体験だと思うので今後もぜひ続けてください．
・スタッフが大勢．部屋がきれい．広い．おもちゃが充実．ふれあい遊びしてくれる．
無料．お友達が，親，子，共にできる．
・設備が充実しているところ．お姉さんたちと遊ぶのが好きなようで，教えてもらった
歌を家でも口ずさんでいます
・ぴよぴよが大好きで毎週楽しみにしています．なので，夏休みなど長期間ない時はと
てもさみしがっていました．休みの時も1カ月に1回くらいあると助かります．
・ふれあい遊びとかしてもらえるところを知らなかったので，近くで毎週遊んでもらえ
るので有難いです．ありがとうございます．
・この春からもぴよぴよ続けて下さい．
・安心して子供を遊ばせることができるし，学生さんたちの目がやさしくありがたく
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思っています．いつもありがとうございます．
・子どもが２人いるので，とても助かります．若いお姉さん，お兄さんにあそんでもら
えてすごく楽しそうです．
・施設が新しい
・０歳なので，制作はまだ難しい．
９．まとめと今後への課題
（１）学生の学びと展望
本年度実施を計画した28回の子育て支援活動「ぴよぴよ」はほぼ計画通りに
実施することができた．担当学生の熱心な取り組みの成果が随所に現れた．学
生には保育・教育実習体験はあるものの，子育て支援活動という新たな領域へ
の挑戦には戸惑いも多かった．それを支えたのは担当グループの協働であり，
参加する子ども・保護者の喜びの姿であった．
我々教員は子育て支援を行う学生の姿を継続して見てくるうちに，秋学期中
程から，しばしば “保育者” の支援だと実感するようになった．自由な遊びの
中で細やかな配慮をしながら子どもへ関わる様子，子どもの興味を引き出すた
めに工夫した教材，親子で楽しくふれあうことのできる新しいセンスの活
動・・・机上の学びだけでは得られない実践的な学びを得た．伝統ある本学の
小・中学校教員養成に加えて，幼児教育・保育・子育て支援・児童福祉領域の
学びの充実につながる活動の一つに位置づけられるものとなった．
（２）教育研究活動への寄与
本学は附属の保育・幼児教育施設を有していない．本学で行う子育て支援活
動「ぴよぴよ」は実際に子ども・保護者と交流することができ，２・３・４年
生それぞれに必要な学びを提供する．子育て支援活動は授業ではないが，重要
な教育活動の一環として位置づけることができる．卒業研究のフィールドとし
て活用することも，教員の研究資料を得る場にもなった．今後も体制を整えな
がら継続することが求められる．
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（３）大学の地域貢献活動としての意義
少子化社会，子育て困難時代において子育て支援活動はその技術と能力を持
つ保育・教育現場が応えなければならない課題の一つである．本学には保育・
幼児教育を学ぶ学生がいて，指導する教員がいる．このたび十分な施設・設備
を整えた保育実習室が完成した．小さな子をもつ地域の保護者・住民は大学の
地域貢献を歓迎し，期待を寄せている．継続すべき事業として無理なく，充実
を目指して取り組みたい．
（４）今後への課題
利用者の安全への配慮は欠かせない．賠償保険への加入などはすでに実施し
ているが，今後利用規定を明文化させて，我々の十分な配慮と保護者の見守り
の下で充実した活動になるように取り組む．
本年度は三重県からの助成が得られた．引き続き運営に必要な原資を確保し
て管理運営体制を整えることを考える．
注 釈
（注１）教育研究基礎演習，言葉（指導法），健康（指導法），環境（指導法），
人間関係（指導法）以上２年生，教育研究演習，保育指導の方法，以上３
年生で「模擬保育」「環境構成」「制作活動」「絵本･紙芝居･パネルシアター」
「手遊び・うた遊び･リズム遊び」「室内遊びの実践」などに取り組む．
（注２）三重県健康福祉部が管轄する平成23年度「安心こども基金（地域子育
て創生事業）」の助成を得て，ロッカー，教材収納棚，授乳コーナー，テ
ラス安全カバー，フェンス，砂場，ログハウス，滑り台，物置の設置を行っ
た．また，各種遊具，絵本，オムツ交換台，簡易プール，テレビ，紙折り
機，組み機，製本機等の用品購入を行った．さらに本年は人形劇，ふれあ
い遊び（以上外部講師），子育て支援活動，相談等に関わったスタッフ（学
生を含む）手当も若干拠出した．
（注３）三重県健康福祉部が管轄する平成23年度「保育士再チャレンジ支援事
業」を受任して，潜在保育士の就業支援に向けた意向調査と再就職支援研
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修に取り組んだ．本事業を推進するために担当スタッフを２名配置するこ
とができた．１名は主に実務を取り扱う業務として教職支援担当部署に，
１名は保育（子育て支援）を取り扱う業務として保育実習室に配置した．
保育担当者は保育士資格，幼稚園教諭一種免許状，小学校教諭一種免許状
を有する本学卒業生である．
（注４）相談者として臨んだ教員は萩吉康教授（児童家庭福祉），檜垣博子教
授（保育学），吉田直樹教授（発達心理学），片山靖富准教授（応用健康医
学），長尾陽子准教授（栄養学），吉田明弘准教授（児童福祉），野々垣明
子講師（教育哲学），田口（保育指導）であった．上記相談教員の担当し
ない日は藤村（保育実習支援）が適宜相談に応じた．
謝 辞
子育て支援活動を展開するにあたり多くの人の協力を得た．
学びの一環とはいえ，毎回の子育て支援に熱心に取り組んだ学生に感謝す
る．当日までの準備，駐車場案内，受付等よく配慮してくれた．
相談担当の教員，自主的に参加して子どもの世話や保護者の相談に応じた教
員，実務的な業務にあたった教職支援担当，数々の施設・備品を整えた財務部
（管財課，会計課）の職員に感謝する．何より利用しやすい保育実習室を設置
した大学に，また平成23年度に多大な補助をしてもらった三重県に礼を述べる．
最後になったが，保育実習室の管理ならびに学生の活動支援・記録に努めた
教職支援担当（保育実習室配置）の土田靖子さんに感謝する．
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